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吉 野 復 興 大 臣 閣 議 後 記 者 会 見 録  
（ 平 成 2 9年 1 1月 2 9日 （ 水 ） 8 : 3 8～ 8 : 4 1  於 ） 官 邸 エ ン ト ラ ン ス ）  

 

１ ． 発 言 要 旨  

  お は よ う ご ざ い ま す 。 今 日 は ３ 点 報 告 が ご ざ い ま す 。  

  １ 点 目 、 本 日 の 閣 議 に お い て 、 「 東 日 本 大 震 災 か ら の 復 興 の 状 況

に 関 す る 報 告 」 を 国 会 に 提 出 す る こ と を 決 定 し ま し た 。  

本 報 告 は 、 東 日 本 大 震 災 復 興 基 本 法 第 1 0条 の ２ に 基 づ き 、 昨 年

1 0 月 か ら 本 年 ９ 月 ま で の 間 を 中 心 に 、 復 興 の 状 況 を 取 り ま と め た

も の で す 。 な お 、 詳 細 な 内 容 に つ い て は 、 事 務 方 に お 問 合 せ く だ

さ い 。  

 ２ 点 目 、 一 昨 日 1 1月 2 7日 、 「 福 島 イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ コ ー ス ト 構

想 推 進 分 科 会 」 の 第 １ 回 会 合 が 、 福 島 市 で 開 催 さ れ ま し た 。 会 議

に は 、 分 科 会 の 共 同 議 長 を 務 め る 浜 田 副 大 臣 に 出 席 し て い た だ き

ま し た 。  

 今 後 、 福 島 県 に お い て 福 島 イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ コ ー ス ト 構 想 を 位

置 付 け た 重 点 推 進 計 画 が 策 定 さ れ る 予 定 で ご ざ い ま す が 、 そ の 策

定 に 当 た っ て 、 有 意 義 な 御 助 言 を い た だ く こ と が で き た と 承 知 し

て い ま す 。  

 復 興 庁 と し て は 、 関 係 省 庁 や 地 元 と も 密 接 に 連 携 し な が ら 、 構

想 の 実 現 に 向 け 取 組 を 進 め て ま い り ま す 。  

 ３ 点 目 は 、 復 興 ・ 創 生 イ ン タ ー ン に つ い て で ご ざ い ま す 。 現 在 、

春 期 の 学 生 の 募 集 を 行 っ て い る と こ ろ で す 。 発 表 資 料 に あ る と お

り 、 平 成 3 0年 ２ 月 か ら ３ 月 ま で の 春 期 の 取 組 は 、 1 6市 町 村 6 5 社 程

度 の 受 入 企 業 に お い て 、 約 1 2 5名 規 模 の イ ン タ ー ン を 実 施 し ま す 。  

 是 非 、 多 く の 学 生 が 本 事 業 に 参 加 し て 、 被 災 地 で 活 躍 す る こ と

を 期 待 し て お り ま す 。 マ ス コ ミ の 皆 様 に も 、 広 く 報 道 し て い た だ

き ま す よ う ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

  以 上 で す 。  

 

（ 以   上 ）  
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